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最 先 端 は奈 良 先 端 大 から

「小さいながらきらりと光る大学、
　 先端を走り続ける大学」をめざして

学 長 磯貝　彰

奈良先端大は、本年度で創立20周年を迎えます。
この間、科学技術の進歩は人々に様々な恩恵をもたらし、
クリーンで豊かな未来の可能性を示してきました。
そして、本学はその英知が築く社会の発展とともに歩んでいます。
これからも、その名が冠するとおりトップランナーであり続けること、
それが本学の使命です。
倦むことのない歩みを、先端のその先へ̶。
私たちは挑戦者です。
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学長挨拶
　本学は1991年に国立大学として設立された
大学院大学です。本年10月に創立20周年を迎
える、まだ若い大学です。ここにはほとんどの大
学にある学部段階の課程はなく、大学院課程だ
けが置かれています。また、本学の研究教育の
分野も、我が国の科学技術政策のなかで重要
とされてきた重点４分野のうちの、IT（情報技
術）、バイオ（生命科学）、ナノテク（超微細技術）
の３つの先端科学技術分野と、それらの融合・
境界領域に特化しています。
　教員には国内の大学だけでなく、海外や民間
企業の研究所など様々な環境で業績を重ねて
きた人材が集まり、強力な研究組織・体制に
よって世界に誇る多くの研究成果を出していま
す。また、本学の研究分野に興味を持つ学生、
留学生、社会人を学部時代に履修した専門分
野を問わず受け入れて、教員、職員、学生が一
体となって、21世紀の地球と人類に貢献するこ
とが出来る研究者や高度な専門性を持った人
材として社会に送り出すための活動を行ってい

ます。私達は、大学院大学としては卓越した研
究を遂行するとともに、それらの研究を通じて
組織的・体系的に優れた教育を行うことが重要
であると考えています。
　本学は現在、教員約210名、事務職員約150
名、大学院生約1,070名という構成の比較的小
規模の大学です。開学以来小さな大学の特質
を生かして、設立目的に沿った理念の実現のた
めに、組織改編や研究教育システムの改革を
行うなかで新しい大学院制度のモデルの確立
を模索してきました。
　本学では教員一人当たりで見た科学研究費
補助金獲得実績、論文引用度指数、特許ライセ
ンス収入など、多くの指標で優れた研究教育の
実績が示されております。これらの実績を背景に、
グローバルCOEプログラムや組織的な大学院教
育改革推進プログラムなど、大学が責任を持つ
組織的な研究教育システムに対する政府関係
の多くの競争的資金を獲得し、各種の学生支援
を実行するとともに、大学院教育の実質化を目

指した優れた教育システムを作ってきました。
　本学のこうした活動については、国立大学法
人としての第一期中期目標・中期計画期間
（2004-2009年度）中における教育、研究、業務
運営についての国立大学法人評価委員会の評
価で、総合点で86国立大学法人のうち第１位
という高い評価を受けております。このように本
学はこれまでの教職員、学生の努力によって優
れた大学院大学として成長し、国内で認知され
てきました。本学の次の課題は国際的にも認知
される大学院大学への発展であります。私達は
本学がこれからも、「小さいながらきらりと光る
大学、先端を走り続ける大学」でありたいと思い、
日夜活動を続けております。このガイドブックは
本学の設立目的やその理念、また、特長、組織
運営体制、研究・教育、社会連携、国際交流など
の活動の現況などをまとめたものです。このパ
ンフレットを通じて皆様に本学の概要を知って
いただき、本学に興味を持っていただくことが
出来れば、たいへんうれしく思います。
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C o n c e p t ,  O b j e c t i v e s ,  M e d i u m - t e r m  G o a l s  a n d  P l a n sC o nC c e p t ,  O b j e c t i v e s ,  dM e d i u m - t e r m  G o a l s  a n dd l P l a n s
目的・理念・中期目標・中期計画

F e a t u r e sF e a t u r e s
特　長

　学部を置かない国立の大学院大学として、最先端の

研究を推進するとともに、その成果に基づく高度な教

育により人材を養成し、もって科学技術の進歩と社会

の発展に寄与することを目的としています。

目　的

第２期中期目標・中期計画
（平成２２年４月１日から平成２８年３月３１日）

～大学の基本的な目標～

●先端科学技術分野に係わる高度な研究の推進
●国際社会で指導的な役割を果たす研究者の養成
●社会・経済を支える高度な専門性を持った人材の養成
●社会の発展や文化の創造に向けた学外との密接な
連携・協力の推進

理　念

●全国の国公私立大学等に加え、企業等の研究機関や世界各国の大学か
ら、多様な学生を受け入れています。

●面接による入試により、専攻分野にとらわれず、意欲ある学生を受け入れ
ています。

●多様な専攻分野からの入学者に対応したカリキュラムを編成しています。

多様な学生の受け入れ

国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学は、世界に認知された教育

研究拠点として、世界に開かれた教育研究環境の下で、次代に貢献する最

先端の科学技術研究を推進するとともに、その成果に基づく高度な教育

により人材を養成し、もって科学技術の進歩と持続的で健全な社会の形

成に貢献することを使命とする。そのため、学部を持たない大学院に要請

されている、従来の教育研究の枠組みにとらわれない機動的な教育研究

活動を展開する。

使　命

その使命を果たすため、本学の基本的な目標を以下のように定める。

基盤的かつ社会との関わりの深い学問領域「情報科学」、「バイオサイ
エンス」及び「物質創成科学」の深化・拡大を図るとともに、３研究科
の連携の下、次代を先取りする学際・融合領域を新たに開拓し、世界を
リードする研究活動を展開する。

持続的で健全な社会の形成のために要請される課題に積極的に取り
組み、次代の社会を創造する研究成果を創出する。

日本全国からの多様な学生に加えて、世界から積極的に学生を受け入
れ、最先端の研究成果を取り入れた教育プログラムと世界水準の研究
活動を通じて、科学技術の高度化と活用のために国際社会で活躍す
る人材を養成する。

研究成果を世界に発信することにより、知の創造に貢献するとともに、
研究成果の社会的展開により、イノベーションの創出を図り、持続的で
健全な社会の形成に資する。

学長のリーダーシップのもと、構成員が本学の使命・目標を共有し、戦
略的な大学経営・運営を行う。

基本的目標

●大学の持つ知的財産（成果、技術、情報等）を社会に還元するため、産官
学交流や学際的交流を活発に行っています。

●企業や研究機関等との密接な連携により、社会が求める人材を養成して
います。

産官学連携の推進

●学部を持たない大学院大学として、新しい大学院教育システムに挑戦し、
国際社会で活躍する人材を養成しています。

●充実した授業科目、コース制の導入など学生や社会のニーズに対応した
教育カリキュラムを展開しています。

●世界水準の研究活動をバックグラウンドとした最新の教育プログラムを
提供しています。

●少人数教育や複数指導教員制度など充実した教育体制を構築しています。
●積極的な留学生の受け入れと学生の海外派遣、英語コースの設置、ダブ
ル・ディグリー制度等によりグローバルな教育活動を展開しています。

国際レベルの教育の推進

●海外研究機関や企業等での経験を持ち、国際的に活躍する教員スタッ
フ陣を擁しています。

●広く公募等により、海外や企業等において先端的研究実績のある若手研
究者を積極的に採用し、多様で活力ある教員構成になっています。

多様な教員スタッフ

●情報科学、バイオサイエンス、物質科学分野に加え、これらの学際・融合
領域分野に取り組み、最先端の科学技術研究を推進しています。

●最先端の研究を支える我が国最高レベルの情報処理環境や研究施設・
設備を完備しています。

●科学研究費補助金等の外部資金の積極的な獲得により、優れた研究環
境を整備し、さらに優れた研究成果を生み出す好循環を構築しています。

世界レベルの研究の推進

１

2

3

4

5

詳細はホームページをご覧ください。

▲

 http://www.naist.jp/
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W o r l d - R e c o g n i z e d  To p - L e v e l  E d u c a t i o n  a n d  R e s e a r c h
世界最高水準の教育・研究レベル

最先端を究める 相手は世界だ

平成21年度に文部科学省が実施した第一期中期目標・計画期間に係る業務の実績に

関する評価で、本学の研究・教育水準は86国立大学法人でNO.1の評価を獲得しています。

国立大学法人中NO.1の研究・教育力
平成19年度生命科学分野で採択
　グローバルCOEプログラムとは、大学院の教

育研究機能を一層充実・強化し、

・世界をリードする創造的な人材育成を図る

・国際競争力のある大学づくりを推進する

ことを目標として平成19年度からスタートした

文部科学省の支援事業で、平成19年度にバイ

オサイエンス研究科及び情報科学研究科情報

生命科学専攻の融合グループの「フロンティア

生命科学グローバルプログラム」が、生命科学

分野13拠点の一つとして、21世紀COEプログ

ラム「細胞機能を支える動的分子ネットワーク」

に引き続き採択されました。

グローバルＣＯＥプログラム

平成21年度物質創成科学研究科が採択
　優れた教育の取り組みに対して重点的な支

援を行うことにより、大学院教育の実質化を推

進することを目的として平成19年度からスター

トした文部科学省の支援事業で、平成19年度

には情報科学研究科とバイオサイエンス研究

科が、平成21年度には物質創成科学研究科が

採択されるなど、先進的な大学院教育システム

を構築しています。

組織的な大学院教育改革
推進プログラム

「国際的な産学官連携活動の推進」の
実施機関に採択

　大学等の研究成果を効果的に社会につない

でいくため、国際的な産学官連携活動や特色

ある産学官連携活動の強化、産学官連携コー

ディネーター配置等の支援により、大学等が産

学官連携活動を自立して実施できる環境の整

備を図ることを目的とした支援事業。本学産官

学連携推進本部が「国際的な産学官連携活動

の推進」の実施機関（全国17機関の１機関）に

採択されています。

イノベーションシステム整備事業
（大学等産学官連携自立化促進プログラム）

植物科学研究の革新的レベルアップに貢献
　文部科学省の支援を受けて平成22年度か

ら発足した植物科学系大学院生の教育を主眼

とした事業で、毎年国内外から研究プロジェク

トを公募し、優秀なプロジェクトに対して、最先

端技術教育を主体とした研究の支援推進を

行っています。また、大学院の枠を超えて国内

外から大学院生や若手研究者が集い、交流で

きる場所を提供することにより、若手研究者間

のネットワークづくりを推進し、植物科学研究

の革新的レベルアップに貢献することを目指し

ています。

植物科学グローバルトップ
教育推進プログラム

奈良先端科学技術大学院大学は、真の意味での国際競争力がある大学を目指します。
一つひとつの研究成果はもちろん、他の分野との連携など総合的な観点からの研究拠点づくり、
グローバルで柔軟な人材育成に努めます。本学の未知への挑戦の姿をお届けします。
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A d m i n i s t r a t i v e  S y s t e mA d m i n i s t r a t i v e  S y s t e m
経営・運営体制

O r g a n i z a t i o n ,  C h r o n o l o g y ,  P r e s i d e n t s
組織・沿革・歴代学長

役員等名簿

経営・運営体制 組織図

●研究
●教育
●学術情報
●情報管理
●中期目標・中期計画
●大学評価
●人権問題・男女共同参画

学　長

理　事

総合企画会議 経営協議会 役員会 教育研究評議会 評価会議 企画室

●産官学連携
●地域連携
●広報
●国際交流
●環境安全衛生管理

理　事
●財務
●教職員の人事労務
●施設
●事務総括

理　事
●学長からの
　特命事項（将来構想）

理　事
法人の業務を監査し、
監査の結果に基づき
学長又は文部科学
大臣に意見を提出

法人及び大学の業務に
ついて、長期的な視点
から検討するとともに
総合調整を実施

経営に関する重要事項
を審議

重要事項について議決 教育研究に関する重要
事項を審議

法人及び大学の業務の
実績に関する評価を実施

法人及び大学の業務に
関する企画及び立案を
実施

監　事

役員

経営協議会委員
●学内委員

副学長
学長 磯貝　彰 村井　眞二
理事・副学長 村井　眞二 新名　惇彦
理事・副学長 新名　惇彦 松本　裕治
理事・事務局長 物質創成科学研究科 教授

理事
理事
情報科学研究科 教授

澤田　公和

学長 磯貝　彰
理事・副学長 村井　眞二
理事・副学長 新名　惇彦
理事・事務局長 澤田　公和
理事（非常勤） 畚野　信義
副学長 松本　裕治
副学長 片岡　幹雄
経営企画部長 北出　猛夫

●学外委員
東京大学 名誉教授 石井　紫郎
ダイキン工業株式会社 代表取締役会長 兼 CEO 井上　礼之
日本科学技術ジャーナリスト会議 理事 小出　五郎
独立行政法人国立科学博物館 顧問 佐々木　正峰
財団法人国際高等研究所 副所長 志村　令郎
学校法人金沢工業大学 教授 宮嶌　和男
学校法人立命館 副総長（国際担当） Monte CASSIM（モンテ カセム）

株式会社島津製作所 相談役

教育研究評議会評議員
学長 磯貝　彰
理事・副学長 村井　眞二
理事・副学長 新名　惇彦
理事・事務局長 澤田　公和
理事（非常勤） 畚野　信義
副学長・総合情報基盤センター長 松本　裕治

教育研究支援部長 堀江　重雄 物質創成科学研究科 副研究科長 菊池　純一
副学長 片岡　幹雄

情報科学研究科長
バイオサイエンス研究科長・遺伝子教育研究センター長
物質創成科学研究科長・物質科学教育研究センター長
先端科学技術研究推進センター長
保健管理センター所長
情報科学研究科 副研究科長
バイオサイエンス研究科 副研究科長

矢嶋　英敏

湊　小太郎
横田　明穗
大門　寛
小笠原　直毅
寳學　英隆
松本　健一
伊東　広

片岡　幹雄

理事（非常勤） 畚野　信義
監事（非常勤） 東山　紘久
監事（非常勤） 二宮　清

総合企画会議委員 学長補佐
学長 磯貝　彰 中島　康彦
理事・副学長 村井　眞二 真木　壽治
理事・副学長 新名　惇彦 浦岡　行治
理事・事務局長

情報科学研究科
バイオサイエンス研究科
物質創成科学研究科

澤田　公和
理事（非常勤） 畚野　信義
副学長 松本　裕治
副学長 片岡　幹雄

奥田　耕市
事務局 成相　圭二

情報科学研究科長 湊　小太郎
バイオサイエンス研究科長 横田　明穗
物質創成科学研究科長 大門　寛
先端科学技術研究推進センター長 小笠原　直毅
教育研究支援部長 堀江　重雄
経営企画部長 北出　猛夫

構成人数（平成23年4月1日現在） ： ●教員：205名　●事務職員：123名　●技術職員：30名　●学生：1066名

沿革

バイオサイエンス研究科及び情報科学センター 設置

奈良先端科学技術大学院大学 設置
附属図書館（電子図書館）及び情報科学研究科 設置

情報科学研究科 博士前期（修士）課程学生受け入れ
遺伝子教育研究センター 設置

バイオサイエンス研究科 博士前期（修士）課程学生受け入れ
先端科学技術研究調査センター 設置

平成 3年10月

平成 4年 4月

物質創成科学研究科 博士後期（博士）課程学生受け入れ平成12年 4月

平成 5年 4月

平成 6年 4月
6月

バイオサイエンス研究科 博士後期（博士）課程学生受け入れ
附属図書館 開館
物質創成科学研究科 設置

情報科学研究科 博士後期（博士）課程学生受け入れ
保健管理センター 設置

平成 7年 4月

国際連携推進本部　設置平成21年12月

情報科学研究科 情報生命科学専攻 設置・学生受け入れ平成14年 4月

物質創成科学研究科 博士前期（修士）課程学生受け入れ
物質科学教育研究センター 設置

平成10年 4月

国立大学法人 奈良先端科学技術大学院大学 設立
産官学連携推進本部　設置

情報科学研究科 情報科学専攻　設置・学生受け入れ
バイオサイエンス研究科 バイオサイエンス専攻　設置・学生受け入れ

平成23年 4月

総合情報基盤センター　設置
先端科学技術研究推進センター　設置

平成16年 4月

平成22年 7月
8月

平成 8年 4月

5月

学　長

理事・副学長 理事・副学長

情報科学研究科

遺伝子教育研究センター 物質科学教育研究センター

バイオサイエンス研究科 物質創成科学研究科

理事・事務局長

事務局

教育研究支援部 経営企画部

理　事

監　事

学長補佐 監査室

副学長副学長

産官学連携推進本部
国際連携推進本部

総合情報基盤センター
（附属図書館）

保健管理センター

環境安全衛生管理室
男女共同参画室

先端科学技術
研究推進センター

歴代学長
初代学長 櫻井　洸
第2代学長 山田　康之
第3代学長
第4代学長
第5代学長

鳥居　宏次
安田　國雄
磯貝　彰

平成 3年10月～平成 9年3月
平成 9年 4月～平成13年3月
平成13年 4月～平成17年3月
平成17年 4月～平成21年3月
平成21年 4月～現在

事務局
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情報科学の未来を拓く
大学院教育のフロントランナー
高度情報化社会の進展に伴い、情報科学の分野に係る高度な基礎研究を推進するとともに、
情報処理技術・通信処理技術・情報システムの構成技術、生命科学との融合による生命情報処理
技術などの研究開発を担う研究者・技術者を組織的に養成します。平成23年度から、既存3専攻
をコンピュータ科学領域、メディア情報学領域、システム情報学領域を含む情報科学専攻に統合
し、情報科学分野の体系的な教育プログラムを実施します。
21世紀COEプログラム「ユビキタス統合メディアコンピューティング」研究教育拠点への採択

（平成14年度～平成18年度）を皮切りに、数多くの教育研究プログラムに採択されてきており、
国際競争力のある世界最高水準の大学院づくりを推進するとともに、産官学共同プロジェクトも
積極的に実施しています。
面接による入試、特待生、飛び級、短期修了などの制度により、個性のある人材を受け入れ、そし

て定評ある教育カリキュラムと評判の研究力で高度情報化社会をリードする人材を育成しています。

G r a d u a t e  S c h o o l  o f  I n f o r m a t i o n  S c i e n c e

●コンピュータ科学領域
●メディア情報学領域
●システム情報学領域
●総合情報基盤センター協力研究室
●学外研究機関に設置した教育連携研究室

オープンで活気に満ちた
教授陣と多彩な研究室構成

●学生の希望を尊重した所属研究室決定
●１年４期制による集中的履修と講義アーカイブ
等を利用した多様なカリキュラム

●短期修了制度
●経済産業省の大学活動評価手法で
最高ランクのA＋評価

柔軟な教育研究システム

●特待生制度
●ティーチング・アシスタント制度
●リサーチ・アシスタント制度
●国際交流活動支援制度

優秀な学生への
豊富な支援プログラム

●統合情報処理環境システム「曼陀羅」
●ディジタル図書館と講義アーカイブ
●最新かつ多彩な研究用大型設備

最先端の研究環境を完備

●主に面接による入試制度
●文科系・理科系にとらわれない
多彩な人材の受け入れ

●飛び級制度

多様な入試制度で
門戸を広く開放

●IT Spiral：
高度なソフトウェア技術者育成と実プロジェ
クト教材開発を実現する融合連携専攻

●IT Keys：
社会的ITリスク軽減のための
情報セキュリティ技術者・管理者育成

●産学連携・分野横断による実践的IT人材養
成推進事業（学生募集は平成24年度から）

●国際コース（主に留学生を対象に英語によ
る研究教育環境を提供）

グローバルな人材育成と先進的
かつ実践的な教育プログラム

G r aG dd u a t e  S c h lo o l  o f  I n f o r m a t i o n  S c i e n c e
情報科学研究科
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極大値後社会の情報基盤

が国は空前の高齢化社会に突入しています。

就業人口の急速な減少と産業構造のパラダ

イムシフトを如何にして乗り越えて、安定した極大値

後の社会（Post-Maximum World)を実現するかが

問われています。

　情報技術は今や現代社会に無くてはならないも

の、社会基盤を支えるインフラストラクチャになりまし

た。コンピュータ科学領域、すなわち、コンピュータ本

体や情報ネットワークに関する研究と、メディア情報

学領域、すなわち、コンピュータと人間のインタラク

ションやメディアに関する研究、そして、システム情報

学領域、すなわち、ロボティクスとシステム解析およ

び、バイオメディカル情報処理など応用システムに関

する研究、これら３つの領域で情報科学研究科が取

り組んでいる研究テーマは、基盤技術としての情報

科学と我が国の直面する課題との橋渡しを目指すも

のです。

　これらの情報基盤技術を、材料やエネルギーある

いは生命科学などとの複合領域に適用して、専門分

野を越えた融合研究開発を推進することによって、低

炭素コンピューティング、ディペンダブルな情報シス

テム、健康福祉システムとロボティクス、ネットワーク

とメディアによるアンビエント情報環境、あるいは、ゲ

ノム医療やバイオメディカルインフォーマティクスな

ど、グリーン・イノベーションやライフ・イノベーション

の発展に寄与することができます。

　世界に先駆けて、災害に強く、安心で安全な超高

齢化社会を実現する極大値後の社会モデルを示す

べく、先端情報科学技術の立場から力を尽くす所存

です。

が国は空前の高齢化社会に突入しています。

就業人口の急速な減少と産業構造のパラダ

イムシフトを如何にして乗り越えて、安定した極大値

後の社会（Post-Maximum World)を実現するかが

問われています。

　情報技術は今や現代社会に無くてはならないも

の、社会基盤を支えるインフラストラクチャになりまし

た。コンピュータ科学領域、すなわち、コンピュータ本

体や情報ネットワークに関する研究と、メディア情報

学領域、すなわち、コンピュータと人間のインタラク

ションやメディアに関する研究、そして、システム情報

学領域、すなわち、ロボティクスとシステム解析およ

び、バイオメディカル情報処理など応用システムに関

する研究、これら３つの領域で情報科学研究科が取

り組んでいる研究テーマは、基盤技術としての情報

科学と我が国の直面する課題との橋渡しを目指すも

のです。

　これらの情報基盤技術を、材料やエネルギーある

いは生命科学などとの複合領域に適用して、専門分

野を越えた融合研究開発を推進することによって、低

炭素コンピューティング、ディペンダブルな情報シス

テム、健康福祉システムとロボティクス、ネットワーク

とメディアによるアンビエント情報環境、あるいは、ゲ

ノム医療やバイオメディカルインフォーマティクスな

ど、グリーン・イノベーションやライフ・イノベーション

の発展に寄与することができます。

　世界に先駆けて、災害に強く、安心で安全な超高

齢化社会を実現する極大値後の社会モデルを示す

べく、先端情報科学技術の立場から力を尽くす所存

です。

我

情報科学研究科長
湊 小太郎 教授

情報科学研究科長
湊 小太郎 教授

Forefront
of research
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　大規模集積回路（VLSI）は高度情報時代を支

える基盤技術です。構成素子であるトランジスタ

の微細化による高速化や低消費電力化の恩恵を

受ける反面、製造のさいの歩留まり低下や、ソフ

トエラーなどの誤動作の要因も増え続けていま

す。そこで、VLSIやVLSIを組み込む計算機システ

ムなどが、ユーザの思い通り正常に動作するよう

な研究をしています。具体的には計算機システム、

計算機ネットワーク上の多数のプロセスを協調

動作させる分散アルゴリズムや多数のプロセス

を効率よく使う並列アルゴリズムの研究です。さら

に、VLSIテストの分野では、VLSIの出荷時、出荷

後と設計から廃棄まで全般に渡るテスト技術に

より信頼性の向上を目指します。今後もVLSIやト

ランジスタといった一つひとつはとても小さいも

のの集まりを、人が安心して使えるシステムに繋

げる役割を果たしていきたいと思っています。

　私の研究方法は、まず理論を考えて、こうすれ

ばこうなるのでは？と効果を想定します。その後、

詳細を計算機実験などで評価します。当初予想し

た結果や想定以上の結果が得られたときはうれ

しいですが、解析に時間や労力を予想以上に要

したり、思ったような結果が出なかったりしたとき

は本当に悩みます。さらに、大学での研究は、他の

スタッフや学生とともに作り上げるため、研究の

達成感を共有できるのも魅力です。

　本学は、学部がないので、研究に多くの時間を

使えます。私のように、家庭と研究を両立させた

い者にはありがたい環境です。女性や外国人な

ど、研究者の多様性は大学の発展に寄与します。

性別や国籍を問わず、多くの研究者が活躍でき

る大学にしていきたいです。

　そして、研究者を目指す学生には目的や目標

をしっかりと持っていてほしいです。本学は、経

験・知識の異なる様々な学生を受け入れ、それぞ

れに合った教育を行える大学です。一人ひとりの

学生にやる気があることがとても重要です。

情報科学研究科
トピックス

NAIST opics

情報科学研究科
井上 美智子 教授
情報科学研究科
井上 美智子 教授

東京大学／筑波大学／
慶応義塾大学

他大学院進学

（平成23年3月修了者 147名）

●コンピューティング・アーキテクチャ研究室
●ディペンダブルシステム学研究室
●計算メカニズム学研究室
●ユビキタスコンピューティングシステム研究室
●ソフトウェア基礎学研究室
●ソフトウェア工学研究室
●ソフトウェア設計学研究室
●インターネット工学研究室
●情報基盤システム学研究室（協力研究室）

コンピュータ科学領域

●自然言語処理学研究室
●音情報処理学研究室
●知能コミュニケーション研究室
●ネットワークシステム学研究室
●視覚情報メディア研究室
●インタラクティブメディア設計学研究室
●環境知能学研究室
●言語科学研究室（客員研究室）

メディア情報学領域

●ロボティクス研究室
●知能システム制御研究室
●数理情報学研究室
●生命機能計測学研究室
●計算システムズ生物学研究室
●神経計算学研究室（客員研究室）

システム情報学領域

情報科学専攻

博士前期課程修了者

㈱日立製作所 ／㈱リコー／㈱
NTTデータ／セイコーエプソン
㈱／㈱デンソー／㈱野村総合研
究所／旭化成㈱／関西電力㈱
／㈱島津製作所／トヨタ自動車
㈱／富士通㈱／ヤマハ㈱　他
80社

就職先

本学博士
後期課程進学
19名

復職
（派遣元企業等へ）

2名
他大学院進学

3名
研究生
その他
3名

就職
120名

●コミュニケーション学研究室
　［日本電信電話（株）
　  NTTコミュニケーション科学基礎研究所］
●計算神経科学研究室
　［（株）国際電気通信基礎技術研究所］
●ヒューマンウェア工学研究室
　［パナソニック（株）先端技術研究所］
●シンビオティックシステム研究室
　［日本電気（株）C&Cイノベーション研究所］
●ヒューマン・インターフェース研究室
　［（株）富士通研究所］
●マルチメディア移動通信研究室
　［（株）NTT ドコモ］
●光センシング研究室
　［オムロン（株）
　  技術本部コアテクノロジーセンター］
●生体分子情報学研究室
　［（独）産業技術総合研究所］
●デジタルヒューマン学研究室
　［（独）産業技術総合研究所］
●放射線機器学研究室
　［国立循環器病センター研究所］
●プログラミング科学研究室
　[（独）産業技術総合研究所]
●ネットワーク統合運用研究室
　[（独）情報通信研究機構]
●ユニバーサルコミュニケーション研究室
　[けいはんな連携大学院機構]
※［ ］内は連携機関名

教育連携研究室

（修了者 27名）博士後期課程修了者

筑波技術大学／大阪府立大学
／奈良工業高等専門学校／
Nanyang Technological 
University, Sigapore／
BrainLab,Inc.(Munich 
Germany)／Reelic／㈱キア
ゲン／住友電工情報システム
㈱／鳥取県産業技術センター

就職先

復職
（派遣元企業等へ）

12名

ポスドク
6名

就職
9名

　情報科学研究科では、学生の自主性・主体性を涵養し、研究プロジェ

クト企画・推進力やコミュニケーション力を育むことを目的とした提案

公募型プロジェクトCICP（Creative and International Competitiveness 

Project）を実施しています。日々の研究とは別に、学生が自ら挑戦した

いテーマを募集し、その中から、独創性や将来性のある提案を選抜し

て支援するもので、平成22年度は、生体信号解析によって他者の心に

迫った「人の目VS生体信号解析、どちらが人の心を読めるのか」、携帯

電話やインターネットを駆使して災害情報を共有するためのシステム

を開発する「Project Bayanihan: A Web 2.0 Front-end for Flood 

Mapping Systems」、現在の身体情報、生活習慣に基づいて未来の体

型を予想するシステムの構築に挑んだ「身体情報を用いたライフシ

ミュレーション」、スクリーン上でぶれることのないレーザーポインタの

開発を目指した「ぶれない一途なレーザーポインタの開発」など、のべ

36名の学生が大胆なテーマに挑戦しました。数々の成功と失敗を将来

の糧とできるチャンスとして、大いに活用されています。

提案公募型プロジェクトCICP
Creative and International Competitiveness Project

修了者進路・就職状況（平成22年度修了者）
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　生物のさまざまな機能を分子と細胞レベルで解明し
生命現象の基本原理と生物の多様性を明らかにする
最先端の研究を推進しています。
　さらに、ゲノムとタンパク質の構造の網羅的解析を
行い、細胞を構成する分子の動的ネットワークの解明を
試みています。
　高度な基礎研究をもとに、人類の福祉に貢献する  
開発研究にも取り組んでおり、世界レベルで活躍できる
人材を養成しています。

G r a d u a t e  S c h o o l  o f  B i o l o g i c a l  S c i e n c e sG r a d u a t e  S c h o o ll  o f  B i o l o g i c a l  S c i e n c e s
バイオサイエンス研究科

平成19年度に文部科学省によって推進され

ている「グローバルCOEプログラム」に本研究

科の「フロンティア生命科学グローバルプログ

ラム̶生物の環境適応と生存の戦略̶」が採

択されました。世界を先導する先端的な生命科

学研究を推進しながら、国際社会で活躍できる

研究者を養成する国際的に卓越した拠点を形

成することを目的としてこのプロジェクトを推

進しています。

「グローバルCOEプログラム」の推進

教授、准教授は国際的に活躍している研究

者で、精力的な研究活動を展開しています。科

学研究費補助金、グローバルCOE経費、各省庁

の競争的資金の獲得率は全国でもトップレベ

ルにあり、内外の評価が高いスタッフ陣です。

アクティブで高水準の教員スタッフ

各講座とも最新の研究機器を多数備えてい

ます。バイオサイエンス研究において、わが国

で最高レベルの共通利用機器が、研究科の各

所に用意してあります。

恵まれた研究設備

入学者の事情や進路希望に最大限応える

ため、上記の２コース制を採用しています。バ

イオサイエンスのさまざまな分野について、幅

広い講義を行います。

５年一貫制「フロンティアバイオコース」
と２年制「バイオエキスパートコース」

平成17年度から21年度は「植物科学研究教

育推進事業」、平成22年度からは「植物科学グ

ローバルトップ教育推進プログラム」として、本

研究科を拠点として全国大学の主要な植物研

究者をネットワーク化し、日本における植物科学

の大学院教育の共同体制を確立して我が国に

おける植物科学の最先端教育の推進を図る試

みが展開されています。

植物科学グローバルトップ
教育推進プログラムの推進

大学院生が生活に不安なく研究に没頭でき

る支援体制を整えています。日本学生支援機構

等による奨学金、TA・RA制度に加え、グローバ

ルCOE経費により優秀な博士後期（博士）課程

学生を研究員として採用し、毎月10万円程度

の給与を支給しています。

学生の研究・生活支援

本研究科の大学院教育の改革の取り組みは、

文部科学省によって推進されてきた「魅力ある

大学院教育」イニシアティブ（平成17～18年度）

と「大学院教育改革支援プログラム」（平成19～

21年度）に連続して採用されました。これらのプ

ログラムを活用して、国内では類を見ない自立

性と国際性を育てる大学院教育を行っています。

新しい大学院教育システムの充実

生物のさまざまな機能を分子と細胞レベルで解明し

細胞の宇宙を
分子の言葉で語る！
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バイオサイエンス研究科は今

バイオサイエンス研究科長
横田 明穗 教授

バイオサイエンス研究科長
横田 明穗 教授

厚長大産業が中心だった20世紀から、安心・

安全で生活の質を重視した21世紀型社会の

構築が世界の重要な課題になりつつあります。我が

国においても、安心・安全で快適な社会を築いていく

ための科学技術の振興が国の科学技術政策の基本

になっています。ここで提示されているもっとも重視

されている方向はグリーンイノベーションとライフイ

ノベーションの実現です。グリーンイノベーションで

は、地球温暖化を防ぎながら快適な生活に結びつく

基礎科学の充実とその成果の技術創出への利用を

目指し、ライフイノベーションでは、質の高い長寿健

康社会を築こうとしています。

　バイオサイエンス研究科では大学創立20周年を迎

える平成23年度、このような日本の21世紀型最先端

科学研究と教育を担う大学院大学として、これまでの

研究教育組織を新しい組織に一新しました。新生研究

科ではこれまでの細胞生物学専攻と分子生物学専攻

をバイオサイエンス専攻に統合し、基幹23研究室を

「植物科学領域」、「メディカル生物学領域」、「統合シス

テム生物学領域」に再編しました。新研究科では研究

室の研究推進に加え、研究室間の有機的連携と領域

間の融合研究の推進などを通して、新しい研究分野の

創出や世界に向けた21世紀型の新しい研究手法の提

案等、世界の最先端研究をリードしていきます。

　私たちはこれらの国のイノベーション研究の一環

として、平成23年度から先端的低炭素化技術開発プ

ロジェクトを2件開始しました。また、最先端・次世代

研究開発支援プログラムによって3名の若手研究者

および女性研究者が支援されています。

　これらの国の最先端研究を支える私たちは、大学

院教育の質の向上と国際化を目指して、日々の弛み

ない議論の成果として教育システムの改善を試みて

います。学界や産業界のリーディング研究者としての

活躍を目指す学生には複数教員による5年一貫教育

を実施しています。さらに、全国の有数の大学院と協

力して全国の博士課程学生の研究水準の向上のた

めの大学院間の教育ネットワークのセンターになって

います。一方、博士前期課程を修了した後は企業など

での研究者・技術者としての活躍を目指す学生には

バイオサイエンス分野の企業で求められる能力など

を教授します。

　バイオサイエンス研究科は今後とも、最先端生物

学研究教育を実施する研究科として大きく発展しま

す。どうぞご期待下さい。
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バイオサイエンス研究科
トピックス

NAIST opics

学内共同教育研究施設として放射線実験施設、動物飼育実験施

設、植物温室などの管理運営を行っています。放射線実験施設は全

学のアイソトープの安全管理と利用者への教育実習を行っています。

動物飼育実験施設では、小動物の飼育管理や利用者講習会を行

うとともに遺伝子改変マウスの作製も行っており、動物個体レベルで

の研究のサポートをしています。植物温室は、開放系と閉鎖系の温

室をもち、研究に必要な植物個体の栽培とトランスジェニック植物の

栽培などを行っています。 　　　

これらの各施設は最先端のバイオサイエンス研究を進めるために

必須なもので、専門の技術職員が配置され施設の円滑な運営に努

めています。

遺伝子教育研究センター
Research and Education Center for Genetic Information

バイオサイエンス研究科

出村 拓 教授
バイオサイエンス研究科

出村 拓 教授

植
物
の
細
胞
壁
の
形
成
を
決
め
る
遺
伝
子
を
発
見

　植物の細胞の周囲を取り囲む細胞壁はセル

ロースやペクチンとよばれる多糖が主成分であり、

地球上に大量存在することから、エネルギーの貯

蔵庫と言えます。実際、近年では、環境やエネル

ギー問題の解決に向けて、植物細胞壁の多糖か

らバイオエタノールを作る技術の開発も行われ

ています。私たちの研究テーマは、この細胞壁を

形成する道管や繊維細胞が作られる仕組みの解

明です。これまでに、道管などへの分化を引き起

こす鍵遺伝子群を発見し、その役割を詳細に解

析しました。これらの遺伝子の働きを調節するこ

とで、植物細胞壁の量を増やしたり、多糖からバ

イオエタノールへの変換を容易にしたり、といっ

た植物の改良が可能になると期待されます。

　研究の過程では、モデル植物のシロイヌナズナ

を用い、約２万個の遺伝子の網羅的な解析から

始め、鍵遺伝子群を絞り込むまでに多くの試行錯

誤を繰り返しました。現在は、遺伝子組換え技術

を用いて実用植物としてポプラやユーカリといっ

た樹木の改変にも取り組んでいますが、遺伝子組

換え樹木の野外試験に必要な隔離圃場の確保

が日本では難しいことから、中国の大学などと共

同研究を行なっています。もともとは飛び込みに

近い共同研究の依頼だったのですが、何度も会

ううちに大変良い人脈が築けたのは、研究での喜

びの一つといえます。今後の実用化に際しては、

関連企業が求めるものを理解することが必須で、

企業との共同研究も積極的に推進しています。

　本学の植物の研究グループは国内随一の研究

レベルを誇っています。このような環境で研究を

進められることが、学生にとって最大の利点です。

新入生の中には、「学生と教員との関係」を「病院

の患者と医師との関係」のような一方向の関係と

思っている学生が最近増えています。学生も科学

者の一員で、大学での科学は学生と教員が一緒

につくるものです。そのような気持ちで大学院で

の研究生活を送ってもらいたいと思います。

大阪大学／群馬大学
他大学院進学

（修了者 99名）

G r a d u a t e  S c h o o l  o f  B i o l o g i c a l  S c i e n c e s

●植物分子遺伝学研究室
●細胞間情報学研究室
●植物細胞機能研究室
●植物代謝制御研究室
●植物成長制御研究室
●植物形態ダイナミクス研究室
●分化・形態形成学研究室

植物科学領域

●分子発生生物学研究室
●分子情報薬理学研究室
●分子神経分化制御研究室
●神経形態形成学研究室
●神経機能科学研究室
●動物遺伝子機能研究室
●動物細胞工学研究室
●腫瘍細胞生物学研究室
●細胞増殖学研究室

メディカル生物学領域

●原核生物分子遺伝学研究室
●システム微生物学研究室
●細胞機能システム研究室
●細胞シグナル研究室
●ストレス微生物科学研究室
●構造生物学研究室
●生体機能制御学研究室
●遺伝子発現制御研究室
●細胞機能学研究室
●生体高分子構造学研究室

統合システム生物学領域

修了者進路・就職状況（平成22年度修了者）バイオサイエンス専攻

博士前期課程修了者

協和発酵キリン㈱／タキイ種
苗㈱／黄桜㈱／タマノイ酢㈱
／日本食研㈱／日本ミルクコ
ミュニティ㈱／シミック㈱／イ
カリ消毒㈱／協友アグリ㈱／ト
ヨタ自動車㈱／日本電気㈱／
第一三共㈱　他41社

就職先

本学博士
後期課程
進学
27名

他大学院
進学
3名

研究生・その他
10名

就職
59名

●疾患分子遺伝学研究室
　［大阪府立成人病センター研究所］
●神経ネットワーク形成学研究室
　［（財）大阪バイオサイエンス研究所］
●組織形成ダイナミクス研究室
　［（独）理化学研究所
　  発生・再生科学総合研究センター］
●細胞成長学研究室
　［（独）理化学研究所
　  発生・再生科学総合研究センター］
●微生物分子機能学研究室
　［（財）地球環境産業技術研究機構］
※［ ］内は連携機関名

●植物機能解析学研究室

植物グローバル教育プロジェクト

●形態統御機構研究グループ
●植物生殖遺伝学研究グループ
●発生ゲノミクス研究グループ

教育連携研究室

グローバルCOE特別研究グループ

G r a d u a t e  S c h o o ll  o f  B i o l o g i c a l  S c i e n c e s
バイオサイエンス研究科

（修了者 18名）博士後期課程修了者

奈良先端科学技術大学院大
学／徳島県／京都薬品工業
㈱／ユニチカ㈱

就職先

ポスドク
9名

就職
4名復職

（派遣元企業等へ）
5名
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物質の仕組みを深く理解し
新しい材料や機能を創成
新しい材料やデバイスの開発は、最先端技術を支えている基盤技術で

す。物質創成科学研究科では、これらの新材料の構造・性質・機能の関係
を電子レベル、原子レベル、分子レベルから、さまざまな光を用いて基礎
的に解明する「光ナノサイエンス」を推進しています。また、光と物質との
相互作用を見極めながら多様な新機能物質を設計・創成し、新しいデバイ
ス開発に結びつけるトータルエンジニアリングを行っています。
その研究成果は、新理論の構築、新現象の発見、新機能材料の創成、新

デバイス、新技術の提供、革新的な装置の発明などとして結実し、私たち
の未来を豊かにします。
併せて、このような研究開発に携わることのできる優れた人材を組織
的に養成しています。

G r a d u a t e  S c h o o l  o f  M a t e r i a l s  S c i e n c e

学生数に対する教員数の比率が高く、国

際的に活躍している教授・准教授陣をそろえ、

卓越した業績を挙げており、科学研究費補

助金をはじめ豊富な外部資金の導入実績が

あります。最新の実験設備も完備しており、

広々としたスペースで心ゆくまで研究や勉強

に打ち込める環境が整っています。また、研

究科の教育と研究には、学内共同教育研究

施設である物質科学教育研究センターが全

面的に協力しています。

卓越した研究業績と
それを支える優れた研究環境 物質科学技術の基礎的研究並びに教育を

行う基幹研究室及び特定課題研究室と、新材

料の応用開発や新規デバイスへの展開を推

進する連携研究室から成り立っています。連

携研究室を担当する教員は、企業の研究所な

ど大学以外の研究機関の研究者であるため、

開発現場の実際を知る機会もあります。

産学間の双方向的協力関係
博士前期（修士）課程学生の約60%、博士後

期（博士）課程学生の全員がキャンパス内の宿

舎に入居できます。また、奨学金や研究奨励金

の制度も整っています。外国で行われる国際会

議に参加するための旅費を研究科が援助して

いるほか、学術交流協定校が全世界に広がり、

留学機会にも恵まれています。

幅広い学生支援システム
G r aG d u a t e  S c hS h o o l  o f  M a t e r i a l s  S c i e n c e
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豊かな物質文明生活を実現する物質創成科学研究科

代は、高度に発達した物質文明社会です。そ

の典型的な例が携帯電話です。手のひらに

入るほどの小さな装置ですが、その中には電話機能

の他に、写真やムービーの撮影、翻訳、ナビゲーショ

ン、テレビ、ゲーム、インターネットなど我々の欲しい

機能が全て入っています。十数年前にはそれぞれの

装置が大きかったことを考えると、夢のようです。こ

の機能の高度化、縮小化を実現しているのは、携帯

電話の中にびっしりと入っている小さな素子、さらに

その中のコンピュータを動かしているのは１ｍｍの十

万分の一（10ナノメートル）程度の小さな素子です。

物質創成科学研究科ではそのようなナノサイズの高

機能・新機能物質材料開発を、特に光との相互作用

の観点から原子レベルで研究する「光ナノサイエン

ス」を基軸として推進しています。

　研究の例として、世界で初めて撮影に成功した原子

の立体写真を紹介します。同じ炭素原子からできてい

ても、ダイヤモンドと

炭では色や固さや電

気抵抗も極端に違う

ように、原子の並び

方は物の性質を決め

る重要な要素です。

図は、In原子とP原

子からなる結晶中の

In原子（図(d)のＯ）から隣のP原子（Ａ）の方を見た原

子配列の立体写真です。(a)、 (b)をそれぞれ左眼と右

眼で見ると、または(c)を赤青メガネで見ると、自分があ

たかも一つのIn原子になったかのように、自分の周り

のPやIn原子の配列を立体的に直視することが出来ま

す。ニンテンドーの３ＤＳを持っている人は、

http://mswebs.naist.jp/LABs/daimon/index-j.html

にファイルを置いておきますので、ダウンロードして楽

しんでください。この技術では元素ごとの構造解析が

直接できるため、新機能物質の原子レベルの開発が

容易になることが期待されます。

　本研究科では、このような原子構造の解析のほか、

高機能デバイスの開発、高機能分子・物質の開発、生

体関連の物質・機能開発などの最先端物質研究を

行っています。これからの社会は、物質が豊かである

だけでなく、環境保護や省エネルギーに貢献するグ

リーンイノベーションや、健康で質の高い長寿社会の

ためのライフイノベーションが求められています。物

質創成科学研究科では、昨年度にグリーンイノベー

ションを推進するグリーンフォトニクス研究グループ

を発足させました。今年度は、ライフイノベーションに

向けた計画を進めています。今後とも、物質創成科

学研究科では、質の高い豊かな物質文明生活に寄与

する研究を進め、それに携わる研究者・高度技術者を

組織的に養成していきます。
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高機能デバイスの開発、高機能分子・物質の開発、生

体関連の物質・機能開発などの最先端物質研究を

行っています。これからの社会は、物質が豊かである

だけでなく、環境保護や省エネルギーに貢献するグ
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質創成科学研究科では、昨年度にグリーンイノベー

ションを推進するグリーンフォトニクス研究グループ
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学研究科では、質の高い豊かな物質文明生活に寄与

する研究を進め、それに携わる研究者・高度技術者を

組織的に養成していきます。

現

物質創成科学研究科長
大門 寛 教授

物質創成科学研究科長
大門 寛 教授
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物質創成科学研究科
山田 容子准教授
物質創成科学研究科
山田 容子准教授

物質や材料の原子・分子レベルでの分析・解析、物性評価、さらに

は微細加工などを行う世界最先端の設備・機器群とそれを支えるス

タッフを擁し、広範な教育・研究や安全管理に関する支援業務を

行っています。

特にナノテクノロジー、バイオ、IT、環境など幅広い先端科学技術

の基盤となる機能物質の設計、新素材の合成および新物質・新材料

の機能解析・評価などの各領域を中心に、本学の研究科・施設と有

機的な繋がりをもち、とりわけ、物質創成科学研究科の基幹・連携各

研究室と緊密に協力しながら物質科学のフロンティアに貢献します。

また受託試験制度を通じて最先端分析・解析機器の利用を希望す

る学外の研究者を支援します。

物質科学教育研究センター
Research and Education Center for Materials Science

積
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的
な
活
気
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　軽量で柔軟性がある有機薄膜太陽電池など次

世代の有機エレクトロニクスの装置（デバイス）

をつくるために必要な「低分子有機半導体材料」

の研究開発を続けています。この半導体に使う材

料は一般の溶媒に溶けにくい顔料系の材料が多

いのですが、材料を塗布することができれば安く

簡単に大きなデバイスがつくられます。私たちが

提案している方法は、半導体材料の元になる可

溶性の素材を溶媒に溶かして塗ることで薄膜に

する。その後、光や熱のエネルギーを加えて半導

体材料に変換する試みです。実現すれば、材料の

可能性は大きく広がります。

　こうした研究の過程で、試行錯誤の末期待通り

の実験結果が得られたときの喜びは大変大きい

ものですが、一方、合成の過程で、予想外の新し

い化合物に偶然出会えたときの驚きと喜びも測

りしれません。滅多にあることではありませんが、

その新たな出会いが一番の楽しみです。

　有機化学は新しい化合物を創り出すことがで

きる学問です。国内外の多くの研究者が炭素、水

素、酸素、窒素、硫黄などの元素からなる様々な

化合物を合成してきました。そして、今なお新しい

化合物の創出が可能な奥深い分野です。これか

らも新しい機能性材料の開発を目指して研究を

展開したいと考えています。

　奈良先端大は、大学全体が積極性にあふれ活

気がみなぎっていて刺激されます。研究環境が素

晴らしくまた落ち着いた雰囲気です。将来の研究

者を目指す学生には理想的な環境ではないで

しょうか。

　本学は、産官学で活躍する研究者を育成する

大学です。自ら問題点を見つけ、解決法を探り、実

際にそれを行動に移すことができる研究者であ

り、さらに異分野の方と一緒に問題解決を図るコ

ミュニケーション能力の優れた研究者に育ってほ

しいと思います。

復職
（派遣元企業等へ）

6名

（修了者 96名）●量子物性科学研究室
●凝縮系物性学研究室
●複雑系解析学研究室
●高分子創成科学研究室
●光機能素子科学研究室
●情報機能素子科学研究室
●微細素子科学研究室
●反応制御科学研究室
●バイオミメティック科学研究室
●エネルギー変換科学研究室
●超分子集合体科学研究室
●生体適合性物質科学研究室
●光情報分子科学研究室
●超高速フォトニクス研究室
●ナノ構造磁気科学研究室
●グリーンマテリアル研究室
●グリーンデバイス研究室
●グリーンナノシステム研究室
●グリーンバイオナノ研究室

修了者進路・就職状況（平成22年度修了者）物質創成科学専攻

博士前期課程修了者

三洋電機㈱／シャープ㈱／テ
ルモ㈱ ／ニチコン㈱／京セラ
㈱／堺化学工業㈱／セイコー
エプソン㈱／㈱デンソー／富
士ゼロックス㈱／トヨタ自動車
㈱／オムロン㈱／㈱カネカ　
他63社

就職先本学博士
後期課程
進学
9名

研究生・その他
3名

就職
84名

●機能物性解析科学研究室
　［三洋電機（株）研究開発本部］
●メゾスコピック物質科学研究室
　［パナソニック（株）先端技術研究所］
●知能物質科学研究室
　［シャープ（株）研究開発本部］
●機能高分子科学研究室
　［参天製薬（株）］
●環境適応物質学研究室
　［（財）地球環境産業技術研究機構］
●感覚機能素子科学研究室
　［（株）島津製作所 基盤技術研究所］
※［ ］内は連携機関名

連携研究室

●濱野凖一レーザーバイオナノ科学
　寄附研究室

寄附研究室

（修了者 23名）博士後期課程修了者

奈良先端科学技術大学院大学
／島根大学／University of 
Indonesia／学校法人　大阪
明星学園／（独）産業技術総合
研究所／㈱Zappallas／パナ
ソニック㈱／日立化成工業㈱

就職先

ポスドク
7名

研究生・その他
2名

就職
8名

G r a d u a t e  S c h o o l  o f  M a t e r i a l s  S c i e n c eG r a d u a t e  S c hh o o l  o f  M a t e r i a l s  S c i e n c e
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最先端の教育研究活動を支援する
高度情報基盤

　情報基盤（附属図書館を含む）に関す
る一元管理及び次世代システムの研究
開発を行うことにより、本学における高
度情報基盤を構築し、もって最先端の教
育研究活動を支援するとともに、情報
ネットワーク社会の進展に貢献すること
を目指しています。

I n f o r m a t i o n  I n i t i a t i v e  C e n t e rI n f o r m a t i o n  I n i t i a t i v e  C e n t e r
総合情報基盤センター

組織体制図

　次世代情報ネットワークシステムの技術開

発、電子図書館に係る技術開発、全学情報基

盤に係る整備計画、情報メディアを活用した

教育に関する技術開発を行っています。

次世代システム研究グループ
　全学情報基盤の整備・運用・管理、情報セ

キュリティ管理、情報メディアを活用した教育

研究の支援などを行っています。

情報基盤技術サービスグループ
　附属図書館業務、事務情報化に係る支援業

務、研究業績に係るデータベース構築・運用

業務などを行っています。

学術情報サービスグループ

学　長

運営会議

附属図書館

情報基盤技術
サービスグループ

次世代システム
研究グループ

学術情報
サービスグループ

副学長

総合情報基盤センター長・附属図書館長
情報科学研究科

協力研究室
［情報基盤システム学］

情報科学研究科

情報基盤技術関連研究室
［ソフトウェア設計学／インターネット工学］

総合情報基盤センター

　本学では、先端科学技術に関する大学院大学の教育研究を支援するた

め、一元的に管理運営されるコンピュータネットワークのもと、「曼陀羅シス

テム」と呼ばれる全学情報環境設備が整備されています。

　本学の最先端の研究を支援するためには、大容量のデータを瞬時に計算

処理し、転送することが求められます。曼陀羅システムでは、総容量４ぺタ

（10の15乗＝千兆）バイトにもおよぶ大容量記憶装置、ギガフロップクラス

の計算サーバ群、研究者の教育研究活動成果や大学の戦略的な情報発信

を可能とするシステム、基幹伝送速度40ギガビット毎秒の超高速ネットワー

クが提供されています。また、曼陀羅システムを効率的に利用するために、

学内利用者に対して１人１台のワークステーション・PCが提供されています。

全学情報環境 ： 曼陀羅システム／曼陀羅ネットワーク
　本学附属図書館は電子図書館です。本学の電子図書館のコンセプトは

図書・雑誌を冊子体ではなく、デジタル技術により曼陀羅ネットワークを介

して、いつでもどこででも自由に利用できることです。授業ビデオ・学位論

文などの大学の生産物を多様なメディアで提供するとともに世界レベル

の情報を統合的にフルテキストまでナビゲート・サービスし、高い利用率

を誇っています。

　なお、本学附属図書館は先端科学技術に関する大学院大学の教育研究

を支援する電子図書館であり、原則、冊子体の本を持たない図書館であり

ますが、「知の森コーナー」の整備、新しいタイプの閲覧室の整備、他大学

図書館・国立国会図書館（全国図書館間協力）・奈良県立図書情報館（相

互協力協定）との相互貸借など来館型サービスの充実にも努めています。

附属図書館（電子図書館）

※全学情報環境設備［曼陀羅システム］の基盤を支えるのが「曼陀羅ネットワーク」で

す。様々な機能を持つシステムを集約した曼陀羅システムでは、システム間の相互の

通信を円滑に行う必要があります。また、より密接な資源共有や高品位マルチメディ

ア通信の実現、グリッドコンピューティングへの対応も必須です。

　曼陀羅ネットワークでは、超高速キャンパス基幹ネットワークとして世界最速レベ

ルの環境を実現すべく、開学時から常に整備を行っています。現在は幹線40ギガ

ビット毎秒、支線10ギガビット毎秒の速度を提供しています。また、キャンパス全域で

50～100メガビット毎秒の無線LANが使用できます。インターネットにも対外10ギガ

ビット毎秒の高速専用回線で接続しており、国内外の主要サイトとの超高速通信を

可能にする充実したインターネット接続を確保しています。曼陀羅ネットワークには

4,000を超える端末が接続されています

曼陀羅ネットワーク
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C e n t e r  f o r  F r o n t i e r  S c i e n c e  a n d  Te c h n o l o g yC e nC t e r  f o r  F r o n t i e r  SS c i e n c e  a n d  Td e c h n o l o g y
先端科学技術研究推進センター

H e a l t h  C a r e  C e n t e rH e aH hl t h C C a r e  CC e n t e r
保健管理センター

G e n d e r  E q u a l i t y  P r o m o t i o n  O f f i c e
男女共同参画室

 妊娠・出産・育児中の女性研究者のために、在宅

勤務の補助として遠隔実験支援システムをご用

意しています。また、研究技術員（アカデミックアシ

スタント）の配置を行っています。

　その他、在宅勤務制度及び出産/育児期の任期

更新･再任制度を、平成22年度12月改訂しました。

 さらに、プラスα保育として、大学構内の一画に一時託児室を設け、必要に応じて

子供を預かるサービスを行っています。また、シンポジウム等の学内イベント時に

も、一時託児を行っています。

身体的に異常があれば、簡単な診断機器で

の対応や必要に応じ薬を処方しています。セン

ターで対処できない病気や病態については、

専門医や病院を紹介します。また、身体的・精

神的相談も含め、すべての医療行為には守秘

義務があり、秘密は厳守します。

診　療

心の悩みがあれば、医師と看護師が相談に

応じ、月に数回、専門のカウンセラーによるカウ

ンセリングも行っています。すべての医療行為

には守秘義務があり、秘密は厳守します。

健康相談

一般定期健康診断（春）や特殊（RI、エックス

線、有機溶剤、特定化学物質等）健康診断を

行っています。

健康診断

一般定期健康診断時の全項目を検査して

いることを条件として、就職や進学に必要な 

健康診断書を発行しています。交付は、学生

課の証明書自動発行システムまたは保健管理

センターで行っています。

健康診断書の発行
国内外の先端科学技術分野に係る学際融合領域研究及び研究政策の

動向調査を行い、新たな研究領域を開拓し、社会的要請に応えるための、

本学の研究展開方向の検討を行っています。

また、本学における研究動向及び成果の把握・検証を実施するとともに、

研究成果を迅速に活用できるよう取り組んでいます。

調査研究部門
研究科を越えた異分野の研究者交流を促進し、卓越した研究者及び学

際融合領域の研究を実施するとともに、その支援のため、評価委員会を設

け、研究進捗状況把握など、研究の観点から審査・評価のできる体制を整

えています。

また、学際融合領域研究センターの実験施設をプロジェクトスペースと

して提供し、学外者を含む研究者の招致や、国際共同研究推進への利用

を促進しています。

学際融合領域研究推進部門

健康チェックに役立てるため、センター受付

前に、自動身長体重計・自動血圧計・自動視力

計を常置しています。

セルフチェック

リラクゼーション、団欒・交流、観賞用に、ラウ

ンジテーブル・テレビデオ・ミニコンポ・ボ

ディーソニックを常置しています。

懇話室／健康相談室

からだの不調などで休養をとりたい時はい

つでも利用できます。

休養室

HCC NEWS（保健管理センターだより）を年

１回発行、配布しています。

HCC NEWS

体力・健康増進のため、ゲストハウスせんたん

内に、トレッドミル・エアロバイク・筋力トレーニ

ングマシーン・ダンベル・電動マッサージ機など

設置し、教職員・学生に無料で開放しています。

フィットネスルーム（ゲストハウスせんたん）

次世代を切り拓く研究領域の開拓 3Cで健康増進

保健管理センターは、学生・教職員の心身の健康を保
持するため、Check機能として健康診断を、Cure機能と
しては日常診療を行い、Care機能として生活指導・健康
教育を充実させ、これらを相乗させ健康増進（health 
promotion）を目指しています。
また、診察室・懇話室／健康相談室・休養室が機能的に
配置され、内科医師・看護師各１名を常駐させ、学生・教職
員の心身の健康保持に努めています。

先端科学技術研究推進センターは、調査
研究部門と学際融合領域研究推進部門から
成り、国内外の先端科学技術の研究動向調
査、次世代を先取りする新たな研究領域の開
拓を推進する活動を行っています。

子育て支援
けいはんな女性研究者向けネット

ワークを構築し、けいはんな地区に勤め

る女性研究者のみなさまの交流のお手

伝いをしています。この交流を通して、各

機関で孤立しがちな女性研究者間の情

報交換、精神的支え、ロールモデルの提

示などが行われています。

交流
ワークライフバランスに関する情報提供を行っています。またメンター

制度を実施し、保健管理センターや学内の相談窓口と連携を図り、相談に

対応しています。

ワークライフバランス相談窓口

女性研究者支援情報をお届けするため随時ホームページを更新し、そ

の他、男女共同参画活動推進と、ワークライフバランスのとれた研究環境

実現に向け、ニュースレターやロールモデル集などを発行しています。

啓発・広報

研究生活を
あらゆる方面からサポート
男女共同参画室では、次のような事業を実施し、女

性研究者のための支援と学生・教職員の意識啓発活
動を行っています。一時託児室の設置やワークライフ
バランス相談窓口など、生活と研究の両立のお役に立
てるよう特に努めています。
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先端科学技術研究推進センター体制図

情報科学研究科

学　長

バイオサイエンス研究科

物質創成科学研究科

運営会議

評価委員会 学際融合領域研究棟

１号館 ： 旧 総合研究実験棟（仮称）
２号館 ： 旧 ベンチャービジネスラボラトリ、
 旧 調査センター実験室
３号館 ： 旧 イノベーションセンター

先端科学技術研究推進センター長

調査研究部門 学際融合領域研究推進部門研究現場からの情報

調査研究の成果
を迅速に活用



先端研究を支える
開かれた環境
　本学は、積極的に勉学・研究に取り組む意欲のある方、社会で活躍中の研
究者・技術者など、専攻分野にとらわれず、幅広く学生を受け入れています。
　また、能力主義による開かれた大学を目指して、優秀な学生に関しては、
修業年限に関係なく博士学位を授与するなど、修業年限の弾力化に積極的
に取り組むとともに、修了時において学業優秀な学生を選考し表彰（「最優
秀学生賞」）しています。
　こうした本学のオープンでハイレベルな研究教育環境により、本学を巣
立つ学生は、優秀な研究者として、また産業界が求めるハイレベルな人材と
して、社会で幅広く活躍しています。

S t u d e n t sS t u d e n t s
学　生

博士前期課程 博士後期課程 総　　計

345名中8名（2.3％）68名中16名（23.5％）413名中24名（5.8％）

平成22年度短期修了者数

詳細はホームページをご覧ください。（http://www.naist.jp/）

大学全体及び各研究科イベント
●平成２３年５月２８日（土）
受験生のためのオープンキャンパス
●平成２４年２月～３月（予定）
受験生のためのオープンキャンパス
スプリングセミナー（情報科学研究科）
大学生インターンシップ（バイオサイエンス研究科）
公開研究業績報告会＆ミニ体験入学会
（物質創成科学研究科）

学生募集説明会
　本学では、５月及び９月を中心に

東京、大阪、名古屋等全国各地で、

入学者募集に関する説明会を行って

います。関心のある方は是非参加し

てください。事前申し込みは不要で、

当日は本学教員からの説明のあと質

疑応答も行います。

いつでも見学会
　各研究科では、本学への受験をお

考えの方、興味のある方に個別の研

究室見学会をいつでも受け付けてい

ます。学生募集説明会、オープンキャ

ンパスなどに参加できなかった方、

もっと詳しく研究内容について知りた

い方は、いつでもご相談ください。

● 試験は主に面接により実施。
● 博士前期（修士）課程は１年間に３回入試を行います。
● 秋学期入学の入試も実施します（博士前期（修士）課程は情報科学研究

科のみ実施）。
● バイオサイエンス研究科及び物質創成科学研究科の博士前期（修士） 

課程１回目の入学者選抜試験は、東京会場でも受験できます。
● 願書等の出願書類を本学ホームページからダウンロードできます。

（URL: http://www.naist.jp/）

入試概要

　国内外を問わず、また大学での専攻にとらわれず、高い基礎学力をもっ

た学生あるいは社会で活躍中の研究者・技術者などで、将来に対する明

確な目標と志、各々の研究分野に対する強い興味と意欲をもった者を積

極的に受け入れます。

アドミッションポリシー

入学定員・収容定員・現員

平成23年度入学者の出身大学・大学院などの地域 学位授与状況（平成２２年度実績／大学累計）

【平成２３年度】
入学料 282,000円
授業料 535,800円〈半期分 267,900円〉
（注）入学時及び在学時に学生納付金の改定が行われた場合には、改正時から新た

な納付金額が適用されます。

入学時に必要な学費

　本学は、修業年限の弾力化を図るため、標準修業年限は博士前期課程は

２年、博士後期課程は３年のところ、優れた研究実績を修めた者は、博士  

前期課程は１年以上の在学で、博士後期課程は博士前期課程と合わせて

３年以上の在学で短期修了することができます。

修業年限の弾力化（短期修了）

情報科学

研究科

学位区分 修士学位

工　学 理　学 バイオ
サイエンス 工　学 理　学 バイオ

サイエンス

博士学位

バイオサイエンス

物質創成科学

大学累計

※（ ）内は短期修了者を内数で示す。

139
（7）

80
（0）

3,145
（138）

0
（0）

11
（0）

16
（0）

311
（10）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1,771
（3）

99
（1）

25
（8）

13
（4）

549
（183）

0
（0）

2
（1）

10
（3）

105
（24）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

329
（11）

18
（0）

（単位：名）

研究科名

合　計

情報科学研究科

バイオサイエンス研究科

物質創成科学研究科

入学定員

135

125

90

350

40

37

30

107

281

239

180

700

126

105

90

321

10.9％

32.6％

18.4％

20.4％

140
（20）

127
（36）

107
（21）

374
（77）

160
（11）

119
（43）

99
（13）

378
（67）

300
（31）

246
（79）

206
（34）

752
（144）

35
（5）

42
（16）

26
（3）

103
（24）

42
（5）

26
（7）

20
（7）

88
（19）

46
（5）

57
（19）

20
（6）

123
（30）

123
（15）

125
（42）

66
（16）

314
（73）

423
（46）

371
（121）

272
（50）

1,066
（217）

博士前期
（修士）課程

博士後期
（博士）課程

博士前期
（修士）課程

博士後期
（博士）課程

博士前期（修士）課程

2年 計1年 2年 3年 計

合計 女性の占める
割合（％）1年

博士後期（博士）課程

収容定員 現　　員

※（ ）内は女性を内数で示す。 ※現員数には、秋学期入学者を含む。 （平成23年4月1日現在）

※（　）内は短期修了者の占める割合

※秋学期入学者は含めていません。

博士前期（修士）課程
合計368名

博士後期（博士）課程
合計82名

近畿近畿

198
（54％）

66
（80％）

中国中国

28
（8％）

中部中部

40
（11％）

関東関東

36
（10％）

6
（7％）

東北東北

7
（2％）

1
（1％）

北海道北海道

2
（1％）

1
（1％）

九州九州

21
（6％）

四国四国

25
（7％）

1
（1％）

入学者
（全体に占める割合）

外国

11
（3％）

5
（6％）

入 試
イベント

1
（1％）

1
（1％）

25 26



居室数

居室面積

寄宿料
（共益費込）

単身用

559室

13㎡

月額10,000円

夫婦用

50室

36.98～41.45㎡

月額12,500円
～13,000円

家族用

10室

51.56㎡

月額15,300円

大学院教育・研究活動支援
対象者一人当
平均支援額

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）

リサーチ・アシスタント（ＲＡ）

グローバルＣＯＥプログラム（COE-RA）

教育研究活動助成

海外派遣支援

特待生制度

日本学術振興会特別研究員研究奨励金

日本学術振興会特別研究員研究奨励費（科研費）

23万円

75万円

110万円

100万円

20万円

54万円

221万円

69万円

合計助教・助手准教授教授

情報科学研究科

バイオサイエンス研究科

物質創成科学研究科

総合情報基盤センター

先端科学技術研究推進センター

保健管理センター

平均年齢

全国平均年齢

69（3）

79（13）

49（5）

6（1）

1（0）

1（0）

42.6

47.4

34（2）

48（11）

22（4）

4（1）

0（0）

0（0）

37.1

38.0

16（0）

9（1）

13（1）

1（0）

0（0）

0（0）

42.4

44.9

19（1）

22（1）

14（0）

1（0）

1（0）

1（0）

53.1

55.6

学生生活支援
対象者一人当
平均支援額

入学料免除

授業料免除

学生宿舎（民間賃貸料との差）

日本学生支援機構奨学金（第一種）

日本学生支援機構奨学金（第二種）

14万円

16万円

73万円

106万円

99万円

学生宿舎の種類

博士前期（修士）課程

博士後期（博士）課程

前年度入学者貸与者

第二種奨学金（有利子）

次の受給額から選択
5・8・10・13・15万円

51名（１００％）

第一種奨学金※1（無利子）

入学時貸与月額など

次の受給額から選択
50,000円・88,000円

次の受給額から選択
80,000円・122,000円

217名（86％）※2

日本学生支援機構奨学金

教員数（平成23年4月1日現在。全国平均年齢は平成19年10月1日現在）

博士前期課程

147名（57％）

博士後期課程

52名（100％）

学生宿舎の入居者数 （平成22年度入学者に係る入居状況）

　本学では、毎年、大学院教育・研究活動支援体制の強化や快適な学生

生活支援のために、多大な財源を投入して、学生への経済支援体制を整

備・充実しています。

学生支援

　大学内に619戸（学生数の約60％）の学生宿舎を用意。単身用のみな

らず夫婦用、家族用も用意し、社会で活躍中の研究者、技術者にも配慮し

ています。また、全室に学内LANを完備し、宿舎からも電子図書館や国内

外の学術研究機関へのアクセスが可能となっています。駐車場は敷地内

に249台分（利用希望者の約75％、約3,000円／半年）あるほか、大学隣

接の公営駐車場を同額で利用できる制度をとっています。

　また、UR都市機構住宅（旧公団住宅）に一般より有利な条件での入居が

できる支援も行っています。

学生宿舎

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）
　学生が講義資料の作成補助、レポートの採点補助、実験の指導補助な

どに従事し、指導・教育方法を学びます。

対　　象：博士前期（修士）課程２年以上の学生

採用実績：270名（平成22年度）

待　　遇：時給1，234円～

リサーチ・アシスタント（ＲＡ）
　研究プロジェクトに研究補助者として参画し、学術研究の一層の推進を

図ります。

対　　象：博士前期（修士）課程及び博士後期（博士）課程の学生

採用実績：128名（平成22年度）

待　　遇：時給1，234円～

ＴＡ制度・ＲＡ制度

日本学生支援機構奨学金（旧日本育英会奨学金）
　学業・人物ともに優秀であり、かつ経済的理由により、修学が困難である

と認められる場合には、本人の出願に基づいて選考のうえ、貸与されます。

その他の奨学金
　文部科学省私費留学生奨励費などの奨学金制度に採択されています。

※1.第一種奨学金には、在学中に特に優れた業績を挙げたと認定された場合、学資
金の全部または一部の返還が免除される制度がある。

※2.（　）内は貸与率（貸与者／貸与希望者）。追加採用を含む平成２２年度最終実績

奨学金

F a c u l t yF a cF u l t y
教　員

各分野をリードする研究者が集結

　教員採用については、広く公募等を行
い、先端的な研究分野で実績のある若手研
究者を主に招いて登用しています。出身
は、国公私立大学や企業・研究機関などさま
ざまで、それだけに基礎研究から応用まで
幅広い視点での研究・教育に取り組めます。
　こうした研究の陣容により、社会のニー
ズに対応しつつも自由で独創性に溢れた
研究を可能にする教員集団を目指してお
り、すでに国内外から称賛される高い研究
成果を挙げています。

※上記支援額は、平成22年度における本学在学生に対する経済支援の概算数値

　具体的には、国が科学技術政策において掲げる重点４分野のうち、IT、

バイオ、ナノテクの３分野の研究領域を先導する研究者を情報・バイオ・

物質の各研究科に配置しています。さらに、分野別の研究だけでなく研究

科の垣根を越えた研究交流を活発に行い、めまぐるしい科学の進歩・変化

に柔軟に対応できる融合領域研究を推進します。

　また、研究に携わる教授・准教授・助教（助手）の平均年齢は全国平均を

１～３歳下回り、若い教員が多いのが特徴です。教員全体に占める37歳

以下の若手教員の比率は、約36％と全国平均（21.4％）から見ても高く  

突出しています。斬新なアイデアや推進力で研究の活性化が期待されます。

最先端の研究成果を生み出す先進的な教員配置
　教授・准教授の約半数が、企業・研究機関など大学以外での研究歴があ

ります。

　本学の、多様性を許容するオープンな学風を支えており、融合領域の研

究や産学連携など、さまざまな分野で研究を推進しています。

多様なバックグラウンドをもつ教員構成

　論文の質を客観的に示す指標とされるISI論文引用度指数で、本学は     

大学中総合２位にランクイン（朝日新聞社2011年度版大学ランキング）。

また、教員一人当たりの研究経費、科学研究費補助金配分額・採択件数、

ライセンス料収入なども全国１位を獲得（第87回総合科学技術会議）し、

本学の教員の研究水準の高さは、今、世界から注目されています。

国内外から認められる高い研究水準

※現員欄の（　　）は女性数を内数で示す。

※単身用の浴室は共用（個室）。トイレは居室内にあり。
※水光熱費は入居者負担

※（　）内は入居率（入居者／入居希望者）

企業・研究機関等経験者
大学教員・研究員経験者・新卒

70％

30％

59％
43％ 41％

57％

若手教員比率
(本学)
35.6％

若手教員比率（全国）
21.4％

教授 准教授 助教・助手

（平成23年4月1日現在）大学以外経験者の割合

（本学の比率は平成23年4月1日現在、全国の比率は平成19年10月1日現在）若手教員比率
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国際連携

研究者交流

　本学では、海外との幅広い研究者ネットワークの構築に向けて、国際シ

ンポジウムなどの機会を通じた研究者の短期派遣や、外国人研究者の本

学への受け入れに力を入れる一方、より深く本格的で国際的な研究の推

進のため、１カ月を超える比較的長期間の本学研究者の海外派遣や、外

国人研究者の受け入れを積極的に進めています。 本学の高い研究レベル

を反映して、特に、長期海外研究者の受け入れが65名と多くなっています。

短期から長期にわたる多様な研究者交流
　共同研究、共同シンポジウム、講義の実施、学術情報・学術資料の交換

と、教職員及び大学院学生の交流を行っています。これらの交流を促進す

るため、学術交流協定の締結を積極的に進めています。協定は相手大学

等と事前の協議を重ねて締結されており、現在、大学間協定が27件、部局

間交流協定が17件締結されています。

学術交流協定の締結

広がる海外とのネットワーク

　本学の教育研究のグローバル化及
び大学運営の国際化のため、国際連
携推進本部を中心に世界に開かれた
教育研究拠点として諸外国の教育研
究機関との組織的な連携を推進して
います。

（平成23年4月1日現在）

（平成23年4月1日現在）

　本学の研究活動を海外に広く発信し、本学はもとより我が国及び世界

の当該分野の研究水準の向上に資することを目的として、国際シンポジウ

ム・セミナーを開催しています。平成21年度には、11回の国際シンポジウ

ムを開催し、のべ680名以上の参加者がありました。欧米・アジア地域など

との活発な交流を展開しています。

国際シンポジウム・セミナー

学術交流協定の締結状況一覧表

相手先機関名部局 学術交流覚書国・地域名

全学

情報

バイオ

物質

※（　）は、女性を内数で示す。

▼留学生の在籍状況（平成23年4月1日現在）

カリフォルニア大学デービス校
東フィンランド大学
ガジャマダ大学
マヒドン大学
オーボー・アカデミー大学
ボゴール農業大学
ルーバン･カトリック大学
ポールサバチエ大学
韓国生命工学研究所
韓国科学技術院
ポアティエ大学
中国科学院 遺伝学発生生物学研究所
エコールポリテクニック
天津理工大学
アテネオデマニラ大学
ロシア国立サンクトペテルブルク工科大学
マレーシアサイエンス大学
チュラロンコン大学
マラヤ大学
インドネシア大学
マレーシアプトラ大学
カセサート大学
マレーシア国際イスラム大学
国立交通大学
マプア工科大学
南台科技大学
コーネル大学
オウル大学理学部情報処理科学科
ハワイ大学工学部
電子科技大学計算機理工学研究科､
ソフトウェア学研究科
湖南大学計算機与通信学院
清華大学計算機科学与技術系
ミネソタ大学バイオテクノロジー研究所
高麗大学校生命工学院
ベトナム科学技術院バイオテクノロジー研究所
センテナリー研究所
光州科学技術院物質理工学研究科
ラトビア大学物理数学部
チューリヒ大学理学部
デブレチェン大学物理学研究科
ラインマイン応用科学大学工学部
ライデン大学理学部
国立交通大学理学院
遼寧大学化学院

アメリカ
フィンランド
インドネシア
タイ
フィンランド
インドネシア
ベルギー
フランス
大韓民国
大韓民国
フランス
中国
フランス
中国
フィリピン
ロシア
マレーシア
タイ
マレーシア
インドネシア
マレーシア
タイ
マレーシア
台湾
フィリピン
台湾
アメリカ
フィンランド
アメリカ

中国

中国
中国
アメリカ
大韓民国
ベトナム
オーストラリア
大韓民国
ラトビア
スイス
ハンガリー
ドイツ
オランダ
台湾
中国

有（バイオ1,物質3）
有
有
有
有
有

有（情報）
有

有
有

有
有
有
有
有
有
有
有
有
有

有
有
有

有（バイオ、物質）
有

有

有

有
有

有
有
有
有
有
有
有
有

 本学では、海外からの留学生や

若手研究者を毎年多数受け入れ

ています。また、受け入れを推進

するための支援体制も充実して

います。

留学生

平成21年度地域別研究者交流内訳 北　米 派遣 受け入れ
アメリカ合衆国
カナダ
合計

167
15
182

28
5
33

派遣 受け入れ
スロベニア
チェコ
ドイツ
ノルウェー
ハンガリー
フィンランド
フランス
ベルギー
ポーランド
ポルトガル
ルーマニア
合計

1
3
30
3
3
1
17
10
2
3
1

148

0
0
5
0
0
1
7
0
0
0
1
26

ヨーロッパ ヨーロッパ派遣 受け入れ
イギリス
イタリア
エストニア
オーストリア
オランダ
ギリシア
クロアチア
サイプラス（キプロス）
スイス
スウェーデン
スペイン

28
10
0
4
5
2
1
2
4
6
12

7
2
1
0
1
0
0
0
1
0
0

アフリカ 派遣 受け入れ
エジプト
カメルーン
チュニジア
ケニア
モロッコ
合計

4
0
2
0
1
7

1
1
0
1
0
3

中　東 派遣 受け入れ
イスラエル
サウジアラビア
トルコ
合計

0
1
0
1

1
0
2
3

オセアニア 派遣 受け入れ
オーストラリア
ニュージーランド
合計

6
7
13

2
3
5

アジア 派遣 受け入れ
インド
インドネシア
シンガポール
タイ
パキスタン
バングラデシュ
フィリピン
ベトナム
マレーシア
韓国
台湾
中国
合計

7
17
15
19
0
1
3
2
8
22
25
35
154

4
6
0
6
1
4
2
1
8
6
1
27
66

中南米 派遣 受け入れ
ブラジル
メキシコ
他
合計

2
2
1
5

0
1
0
1

海外派遣者 外国人研究者受け入れ
短期（１カ月以内）

長期（１カ月超）

計

498名

12名

510名

短期（１カ月以内）

長期（１カ月超）

計

72名

65名

137名

全学・研究科 協定校

全学

情報科学研究科

バイオサイエンス研究科

物質創成科学研究科

27校

5校

4校

8校

留学生の推移

※平成18～22年度は10月1日現在を、平成23年度は4月1日現在の値を示す。
※在留資格が「留学」でない外国人学生を含む。

アジア アフリカ中東 ヨーロッパ

合

計

博士前期
課程

30
（11）

博士後期
課程

70
（30）

研究生
など

16
（7）

（48）計
116

区分

国・地
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ュ
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ラ
グ
ア
イ

パ
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キ
シ
コ

ア
メ
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カ

フ
ラ
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ス

イ
タ
リ
ア

ウ
ク
ラ
イ
ナ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

パ
プ
ア・ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

中南米 オセ
アニア

北
米

6 3 2 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 11

15 15 7 4 2 2 2 1 1 1 4

（1）（1）（1）（1）

（2）（1） （1） （1）

（1）（1）（1）

（1）

（3）

（1）

（3）（4）

（2）

（8）

（3）

（7）
11 1 1 116 4

29 19 10 8 3 2 3 1 1 1 1 2 1 1 1 1 5 2 1 2 1 2 1 1 11 18 6

8 11 1
（1）

（5） （5） （4）（1） （1） （2） （2）（1）（1）（4）

（1）（1）

（11）（11）

1 1
（1）
1 1 1

私
費
留
学
生

国
費
留
学
生

22 23212019平成18
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

120

110

100

（年度）

（名）

2525 22222828

69
60 57

4141
35353535

▶

8888

120

3232

8585

116

3131

6868

94

2626

　研究者の海外派遣及び外国人研究者の受け入れを推進しており、年々

研究者の交流が活発になってきています。また、若手研究者の育成という

観点から本学学生の海外派遣制度を設けています。
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産官学連携

第1位

第2位

科学研究費補助金配分額
研究経費
大学発ベンチャー数
科学研究費補助金採択件数
特許ライセンス収入

外部受入研究費

国立大学法人等の科学技術関係活動（平成20事業年度）　
「第87回総合科学技術会議」から

トップレベルの研究成果を
社会に生かす

　本学の産官学連携推進本部は、産官学連携ポリシーをもとに、産官学連

携を多角的かつ戦略的に進めるための組織として設置されました。現在、新

産業創出や知的財産の活用等を担う「ビジネス・イノベーション部」、知的財

産の評価、権利化や本学の先端技術の技術移転を担う「TLO部」、知的財産

管理やリエゾン機能・産官学イベント等を担う「産官学連携室」により構成

されています。

　各部門の役割を明確化することにより、組織一体となって、より綿密に連

携して産官学連携支援を行うことができるところが本学の組織の特徴です。

産官学連携推進本部

　本学は、法人化を機に「産官学連携ポリシー」を制定し、産官学連携の目的と重要性を明文化しました。

産官学連携ポリシー

　本学の産官学連携に関する学外からの高い評価を示すデータの一つと

して、本学の外部資金獲得状況をあげることができます。平成22年度の外

部資金受入金額は、約33億円であり、約200名の教員数で割ると一人当

たり約1,650万円、研究室当たりでは約5,200万円となり、全国の大学でも

トップレベルとなっています。

　また、科学技術政策の企画立案を行う内閣府設置の総合科学技術会議

（平成21年12月９日開催、第87回）の報告によると、教員一人当たり換算

では、研究経費、科学研究費補助金配分額・採択件数、ライセンス料収入

等において全国1位、外部受入研究費においては全国2位に位置付けられ

るなど、他国立大学法人と比べて、高い研究活動実績が得られました。

学外からの高い評価 －外部資金の獲得－

　本学の研究成果を紹介するとともに、最先端の研究シーズを産業界に

提供するため、東京地区で「NAIST東京フォーラム」を、関西地区で「NAIST

産学連携フォーラム」を、それ

ぞれ開催しています。

　また、本学の知的財産活動

を広く社会に発信するフォー

ラムを行っています。

フォーラムの開催
　本学では、首都圏との産官学連携を有機的に進めるために、東京に  

リエゾンオフィスを開設しています。さらに、地域との連携を深めるため

に、中小企業の街・東大阪市

にもリエゾンオフィスを設け

ています。

リエゾンオフィス

　本学の産官学連携推進本部は、先進的な技術移転システムを構築する

ことで、情報ソフトウェア技術、植物バイオ技術、ナノ技術、環境関連技術

など多岐にわたる本学の研究成果を効率よく技術移転しています。これに

伴い、安定した知的財産のライセンス等収入実績を挙げており、教員一人

当たり換算では全国の大学で、３年連続１位となるなど、学外から高い  

評価を受けています（総合科学技術会議）。

優れた技術移転、特許実施（ライセンス）収入実績

　産官学連携推進本部は、知的財産ポリシーのもと、発明の発掘・市場性評

価・特許出願・技術移転を一連の業務として取り組んでいます。その特徴は、

（1）全研究室の全知的財産の把握

（2）迅速なレスポンス

（3）厳格な評価体制

（4）創造性、発展性ある技術移転等

の4点を重要課題としている点にあります。こうした取り組みを通じて、地

域における新産業の創出、雇用増大への貢献を目指しています。

知的財産に対する取り組み

※86国立大学法人中（教員一人当たり換算）

産官学連携の国際的展望

　本学理念（国際社会で指導的な役
割を果たす研究者の育成）に基づき、
海外の企業、大学、公的機関等の海外
機関との連携・国際交流を積極的に展
開する。

● 新産業創出に関すること
● 本学の知的財産の活用に関すること
● 上記業務に関連する教育に関すること

● 本学の知的財産の調査、評価、権利化に関すること
● 技術移転に関すること
● 上記業務に関連する教育に関すること

● 知的財産管理に関すること
● 産官学連携に係る支援業務に関すること

産官学連携の目的

　産官学連携を核にした「知的創造サ
イクル」を効果的に進めることで、企業
等からの研究費やロイヤルティ等の収
入を本学の研究資金とすることが期待
でき、また、産官学連携による経験が大
学にフィードバックされて、本学の研究
及び教育を刺激し、その活性化・発展に
資する。

研究、教育に加え、産官学連携が
本学の重要な使命であることを明記

　本学は、研究及び教育に加え、本学
の研究成果を産業界に技術移転し、産
業技術の発展・向上に貢献すること
（社会貢献）が本学の重要な使命であ
ることを明確にする。

平成17年度
0
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（件数） 金額（億円）
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平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

527件

寄附金受入金額 民間等との
共同研究受入金額

受託研究受入金額

その他補助金
受入金額

科学研究費
補助金受入金額 受入件数

562件 541件

489件 515件515件515件

実施許諾 試料提供譲渡 件数

受
入
件
数

受
入
金
額
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平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

30件30件30件 31件

39件

24件契
約
金
額

契
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件
数

512件

30.4億円 30.4億円 31.4億円 30.1億円 34.4億円 33.5億円30.4億円 30.4億円 31.4億円 31.6億円 34.4億円 33.5億円

計4,784万円 計3,888万円 計4,338万円 計2,604万円 計5,830万円

教　育

研　究

産官学連携
社会貢献

35件35件35件

産官学連携推進本部長

産官学連携推進副本部長

ＴＬＯ部 産官学連携室ビジネス・イノベーション部

運営会議

発明評価会議

　本学では、法人化を機に産官学連携推進本部を設置し、
共同研究、受託研究、技術移転等の積極的な推進に取り組
んだ結果、「大学知的財産本部整備事業」（平成15年度か
ら19年度）の事業評価で実施機関中１位の評価を獲得し、
更には平成20年度に採択された「産学官連携戦略展開事
業」（戦略展開プログラム）（平成22年度から「イノベー
ションシステム整備事業（大学等産学官連携自立化促進プ
ログラム）」に名称変更）の中間評価でも最高のＳ評価を受
けるなど、全国でもトップレベルの成果を挙げています。
　今後は、本学の理念である国際社会で活躍する人材の
養成等に注力し、国際的な産官学連携をより一層促進して
いきます。
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地域交流

O t h e r s
財務構造・ロゴ・学旗

　本学に対する一般市民・産業界の理解をいっそう深めてもらうため、公

開講座を積極的に実施し、研究成果を地域社会や産業界へと広く発信し

ています。

公開講座

　生駒市北コミュニティセンターにおいて、生駒市との共催により実施し

ています。小学校４・５・６年生を対象に、本学の助教や大学院生ら若手

研究者が、科学の世界について分かりやすく解説します。子どもたちが先

端科学技術を楽しく体験できるよう、さまざまな工夫を凝らしています。

先端科学技術体験プログラム
　本学では毎年、一般市民を対象に学内施設を公開するオープンキャン

パスを実施しています。展示やデモンストレーションを通して、最先端の研

究・教育を理解してもらうのが目的です。また、毎年３月（平成22年度は５

月にも開催）には、入学希望者を対象に入学説明会を開催するとともに、

学内施設を公開しています。

オープンキャンパス

　関西文化学術研究都市に立地する６大学（本学、同志社大学、同志社

女子大学、大阪電気通信大学、関西外国語大学、大阪国際大学）の連携事

業として、「知の発信」をキーワードに、一般市民の関心の高い分野につい

て分かりやすく解説する「市民公開講座」を実施しています。

　http://www.kri-p.jp/keihanna_seminar/

関西文化学術研究都市６大学との連携

　本学では積極的に見学者（一般市民、学生、自治体、教育関係者、企業・

各種団体、産官学連携関係、外国人等）を受け入れ、研究成果や教育環境、

学内施設等を広く地域の方々に公開しています。

見学者の受け入れ

　奈良県内の国公私立12大学で組織する奈良県大学連合に加盟してい

ます。大学間、及び大学と地域社会との交流・連携を通じて、文化・学術の

創造、教育・研究のさらなる充実と向上、学術研究の一層の推進と、地域社

会への貢献を図ることを目的としています。

奈良県大学連合への加盟

ロゴタイプ・ロゴマーク

学旗デザイン原作：藤原 強　
デザイン監修：古村 理

　中央の３つの三角は、万葉集で謡われた大和三山（香具山、畝傍山、耳成山）と本学

の最先端科学技術を担う３つの研究分野（情報科学、バイオサイエンス、物質創成科

学）を表しています。背景の空色は、空をイメージしています。

　古都奈良から大空高く世界に向けて、最先端の「Science」と「Technology」に関する

情報を発信し、本学が国際的に飛躍することの願いが込められています。

学旗

収入の部／平成２１年度 収入額 約１２４．２億円 支出の部／平成２１年度 支出額 約１２１．８億円

活発な地域社会との交流・連携

財務構造（平成21年度）（科学研究費補助金を含む）

※特殊要因経費収入…用地借入金償還経費（約６．５億円）、
　　　　　　　　　　退職手当（約０．３億円）相当額

収支差額＝約２．４億円は前中期目標期間繰越積立金として第２期中期計画期間に繰越

実施年度
対象者 平成22年度

一般市民

入学希望者（5月）
　　　　　（3月）

4,332名

601名
380名

奈良県大学連合加盟校
本学、奈良教育大学、奈良女子大学、奈良県立大学、
奈良県立医科大学、畿央大学、帝塚山大学、天理大学、奈良大学、
奈良産業大学、大阪樟蔭女子大学人間科学部、近畿大学農学部
http://www.univnet-nara.com/

ロゴマーク 創立20周年記念ロゴマークロゴタイプ

運営費
交付金収入
約６３．１億円
５０．８％

うち特殊要因経費※
約６．８億円
５．５％

うち特別教育研究経費
約３．８億円
３．１％

教育研究経費
約３８．４億円
３１．５％

人件費
（退職手当を含む）
約３３．２億円
２７．３％

人件費
（退職手当を含む）
約３３．２億円
２７．３％

授業料等収入
約６．４億円
５．２％

寄附金等収入
約４．１億円
３．３％

施設費
補助金等収入
約３．２億円
２．６％

一般管理費
（共通経費含む）
約９．６億円
　７．９％

全学情報システム経費
（リース料）
約９．６億円
　７．９％

用地借入金償還経費
約６．５億円
５．３％

施設費
補助金等経費
約３．２億円
２．６％

雑収入
（財産貸付料等）
約２．１億円
１．７％

科学研究費
補助金
約８．６億円
７．１％

科学研究費
補助金収入
約８．６億円
６．９％

受託事業等収入
（補助金を含む）
約２４．０億円
１９．３％

受託事業等収入
（補助金を含む）
約２４．０億円
１９．３％

目的積立金
取崩収入
約１２．７億円
１０．２％

目的積立金
取崩収入
約１２．７億円
１０．２％

目的積立金支出
約１２．７億円
１０．４％

目的積立金支出
約１２．７億円
１０．４％
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C a m p u s  M a pC a m p u s  M a p
キャンパスマップ

　学生及び教職員の厚生施設
である大学会館に、食堂、喫茶
室、売店を設けています。売店
では、文房具、書籍をはじめ、
各種食料品などを取りそろえ
ています。

グリーン
ラボ

バスケットボール・
バレーボールコート

先進的な研究施設や都市機能と自然環境が調和する
関西文化学術研究都市・サイエンスタウン

その他の施設
　バレーボール・バスケットボールコートを設置しています。
また大学の隣接地に、奈良県からテニスコート（全面）とグラウンドを借り受け、学生と教職員に開放しています。

3 学際融合領域研究棟2号館

7 大学会館・保健管理センター

10植物温室

14学際融合領域研究棟1号館

バスケットボールコート

4 事務局

大学会館

11 物質創成科学研究科
物質科学教育研究センター

15ゲストハウスせんたん

テニスコート

5 附属図書館（電子図書館）

8 バイオサイエンス研究科
遺伝子教育研究センター

12バイオナノプロセス実験施設

グラウンド

6 ミレニアムホール

9 動物飼育実験施設

13情報科学研究科

16 17 学生宿舎・職員宿舎

グリーンラボ

グリーン
ラボ

バスケットボール・
バレーボールコート

高山
サイエンスプラザ

グラウンド
公営駐車場
約560台

正門

1

2

5

6

7

8

9
10

11

12

151515

17

17

16

3

ニュートンモール

13

14

2 先端科学技術研究推進センター

1 学際融合領域研究棟3号館

生駒団地
●土地／131,267㎡
●建物／建築面積 27,287㎡
　　　　延床面積 99,727㎡

ゲストハウス せんたん
　本学を来訪する国内外からの研究
者をはじめ、学生や教職員も利用す
ることのできる福利厚生施設です。
　宿泊施設は手頃な料金で利用す
ることができます。また、施設内には
宿泊者などが利用できる集会室や
フィットネス室が設けられており、快
適な環境の中で、研究者同士の交流
が図れるように配慮されています。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

中央広場
（池）

4
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田辺地区

木津地区

普賢寺地区

北田原地区

田原地区

高山地区
平城・相楽地区

平城宮跡地区

清滝・室池地区

氷室・津田地区
南田辺・狛田地区

精華・西木津地区

大阪府
京都府

奈良県

　関西文化学術研究都市は、歴史・文化・自然環境に恵まれた
京阪奈丘陵に、12の文化学術研究地区を整備しています。
　産・官・学の密接な連携のもとに、創造的かつ国際的・学際
的・業際的な文化・学術・研究・産業の、新たな拠点づくりをめ
ざしています。

関西文化学術研究都市は、

K a n s a i  S c i e n c e  C i t yKK a n s a i  S c i e n c e  C i t y
関西文化学術研究都市（けいはんな学研都市）

　本学の優れた特性や機能が最大限発揮されるよう、その教育研究活動

を積極的に支援するとともに、本学と産業界、地方公共団体等との交流を

促進することにより、先端科学技術分野の研究開発を担う研究者、技術者

等の育成及び研究開発基盤の充実に寄与し、我が国の科学技術の発展に

貢献することを目的としています。

（財）奈良先端科学技術大学院大学支援財団
　本学の隣接地に、（財）奈良先端科学技術大学院大学支援財団が運営

する高山サイエンスプラザがあり、その施設内には、貸会議室・研修室や

オープンギャラリー、レストラン、書店、ATM（南都銀行）等の他、企業向け

のレンタルオフィスや本学等で研究活動される国内外の方々の住戸が設

けられています。

高山サイエンスプラザ
設立目的

事業内容

（1）高山サイエンスプラザの運営
（2）高山サイエンスタウン駐車場の運営

その他3

（1）産学官交流事業
（2）地域交流事業

先端科学技術の普及啓発ならびに交流事業2

（1）大学院大学における教育研究活動に対する支援
（2）大学院大学における国際交流活動に対する支援
（3）大学院大学における学術研究成果の普及に対する支援
（4）大学院大学に対するその他の支援

大学院大学支援事業1

まれた
す。
学際
りをめ

大阪大学大学院工学研究科
自由電子レーザー研究施設
関西外国語大学
大阪国際大学

大阪電気通信大学

奈良文化財研究所

日本原子力研究開発機構関西光科学研究所

国際電気通信基礎技術研究所（ATR）
地球環境産業技術研究機構（RITE）
国際高等研究所
国立国会図書館関西館
情報通信研究機構（NICT）けいはんな研究所
同志社大学
文化学術研究交流施設けいはんなプラザ

関西文化学術研究都市推進機構

高山サイエンスプラザ
奈良先端科学技術大学院大学

A c c e s s
アクセス

　本学は大阪・京都・奈良からのアクセスに優れているだけでなく、関西国際空港を通じて、世界ともつながっています。

交通案内

〒108-0023  東京都港区芝浦3-3-6
キャンパスイノベーションセンター602号室
TEL：03-5440-9113
FAX：03-5440-0395
E-mail：cic-tokyo@ad.naist.jp

◆JR山手線・京浜東北線田町駅下車 徒歩1分
◆都営三田線・浅草線三田駅下車 徒歩5分

NAIST 東京事務所

N 

東京工業大学

田町駅
JR山手線

JR京浜東北線
至
横
浜

至
品
川 至

東
京

至 目黒 都営三田線・浅草線
至 五反田 至 新橋

三田駅
国道15号線

キャンパスイノベーション
センター（東京地区）
NAIST東京事務所

空港バス 上本町
30分

6分 高山サイエンスタウン行き
8分

快急16分

快急16分

快急13分

快急20分

54分

南海線
なんば特急ラピートα 34分

特急はるか＋環状線60分
JR 鶴　橋

空港バス
上本町

近鉄奈良線

近鉄奈良線
近鉄けいはんな線 奈良交通バス

近鉄奈良線

近鉄奈良線

大阪国際空港
（伊丹空港）

関西国際空港

　生

駒

学
研
北
生
駒空港から

高山サイエンスタウン行き
8分

11分 35分

急行33分

本　町
奈良交通バス

高山サイエンスタウン行き20分
奈良交通バス

地下鉄中央線＋近鉄けいはんな線地下鉄御堂筋線

近鉄京都線

※奈良方面からお越しの場合、近鉄奈良線学園前駅から奈良交通バス（高山サイエンスタウン行き約25分）を運行しています。

20分
タクシー

新大阪

京　都

学
研
北
生
駒

高
の
原電車で

阪奈道路

壱　分
第二阪奈道路

24

山田川I.C
京奈和自動車道

大　谷

163

163

163

168
辻　町

北田原大橋

奈良先端大学前

大阪方面
から

京都方面
から車で

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

同志社大学
同志社女子大学

〒108-0023  東京都港区芝浦3-3-6
キャンパスイノベーションセンター602号室
TEL：03-5440-9113
FAX：03-5440-0395
E-mail：cic-tokyo@ad.naist.jp

◆JR山手線・京浜東北線田町駅下車 徒歩1分
◆都営三田線・浅草線三田駅下車 徒歩5分

NAIST 東京事務所

N 

東京工業大学

田町駅
JR山手線

JR京浜東北線
至
横
浜

至
品
川 至

東
京

至 目黒 都営三田線・浅草線
至 五反田 至 新橋

三田駅
国道15号線

キャンパスイノベーション
センター（東京地区）
NAIST東京事務所

 

至 日比谷
新大阪

大阪

九条

西九条西九条

←　至 広島・博多

大阪国際空港

←　至 神戸 JR東海道本線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

地下鉄中央線

近
畿
自
動
車
道

本町 森ノ宮

上本町

なんば

天王寺

鶴
橋

阪奈道路

第二阪奈道路

近鉄奈良近鉄奈良学園前学園前生駒 富雄東生駒東生駒

中町壱分← 至 大阪

阪神高速

近
鉄
生
駒
線

近
鉄
生
駒
線

近鉄奈良線

山田川山田川

高の原高の原ならやま大通りならやま大通り

高山大橋高山大橋

辻町

学研奈良
登美ヶ丘
学研奈良
登美ヶ丘

大和西大寺大和西大寺

学研北生駒
（奈良先端大学前）
学研北生駒
（奈良先端大学前）

大学院大学大学院大学

白庭台白庭台

山田川IC山田川IC

木津ICIC木津IC近鉄けいはんな線近鉄けいはんな線
南田原

北田原大橋北田原大橋

高山サイエンス
タウン

高山サイエンス
タウン

大
谷
大
谷

奈良先端
科学技術
大学院大学

奈良先端大学前奈良先端大学前

京都 至 東京 →JR東海道本線、東海道新幹線

近
鉄
京
都
線

京
奈
和
自
動
車
道

鹿畑

関西国際空港

阪
神
な
ん
ば
線

南
海
線

37 38


	奈良先H01-04_D4.pdf
	奈良先P01-02.pdf
	奈良先P03-04_2.pdf
	奈良先P05-06_3.pdf
	奈良先P07-08.pdf
	奈良先P09-10.pdf
	奈良先P11-12.pdf
	奈良先P13-14.pdf
	奈良先P15-16.pdf
	奈良先P17-18.pdf
	奈良先P19-20.pdf
	奈良先P21-22.pdf
	奈良先P23-24_2.pdf
	奈良先P25-26_2.pdf
	奈良先P27-28_2.pdf
	奈良先P29-30_2.pdf
	奈良先P31-32_2.pdf
	奈良先P33-34_2.pdf
	奈良先P35-36_2.pdf
	奈良先P37-38_2.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


